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十日町市長選挙・
市議会議員補欠選挙結果

3 平成13年11月25日号

田
村
さ
ん
は
、
事
業
主
と
し
て
各

種
説
明
会
な
ど
に
必
ず
担
当
者
を
出

席
さ
せ
、
被
保
険
者
に
対
し
制
度
の

内
容
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
各
種

届
出
お
よ
び
請
求
の
も
れ
が
な
い
よ

う
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
診
断
・
生
活
習
慣
病

予
防
検
診
の
受
診
や
各
種
健
康
づ
く

り
事
業
へ
の
参
加
を
、
被
保
険
者
に

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
被
保
険
者
の
日
常
の
自

主
的
健
康
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
事
業
所
支

援
を
行
う
な
ど
、
ほ
か
の
事
業
所
の

模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
落
さ
ん
は
、
社
会
保
険
委
員
と

し
て
、
被
保
険
者
に
対
し
適
切
な
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
保
険
制

度
の
啓
も
う
、
普
及
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

六
日
町
社
会
保
険
委
員
会
の
代
議

員
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成
12
年
か
ら

は
理
事
と
し
て
、
社
会
保
険
委
員
会

活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

社
会
保
険
委
員
の
未
設
置
事
業
所

に
設
置
を
働
き
か
け
る
な
ど
、
社
会

保
険
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
貢
献

し
、
ほ
か
の
委
員
の
模
範
と
な
っ
て

い
ま
す
。

2

長
年
に
わ
た
り
社
会
保
険
事
業
に
貢
献
し
た
㈱
桐
屋
（
田
村
憲
一
代

表
取
締
役
）
と
水
落
和
男
さ
ん
（
十
日
町
寿
福
祉
会
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
三
好
園
勤
務
）
が
、
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。11

月
12
日
B
、
六
日
町
で
行
わ
れ
た
第
10
回
六
日
町
社
会
保
険
委
員

大
会
で
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

田 村 憲 一さん

（昭和町１・44歳）

水 落 和 男さん

（上新田３・51歳）
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社
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社
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保
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■問合せ・申込み

企画人事課企画係

157－3111（内線215・216）

共
に
創
ろ
う
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち

●とき12月16日A ●ところ市民会館・公民館本館 ●入場料無料

イコ
ールパ－トナ－フォ－ラム

2001

少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
、
女ひ

と

と
男ひ

と

の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【落合恵子さんプロフィール】

宇都宮市生まれ。明治大学卒業後、㈱文化放送に

入社し、ラジオのパーソナリティとして活躍。家族、

教育、環境などの社会問題を小説を通して発表。

クレヨンハウス主宰。著書多数。

「

女

ひ

と と
男
ひ
と
」

◆ふれあい市場 午前11時30分～午後５時

◆パネル展示

◆ワークショップ（12月７日Fまでに申込みください） 午前10時30分～正午

【ワークショップコメンテーター】渡邊　登さん（新潟大学教授）

◆保育ルーム 公民館３階

当日は保育ルームを設けます。希

望者は12月７日fまでに申込みくだ

さい。

◆講演会 午後１時30分～３時20分
（開場０時45分）

◆開会セレモニー　 午後１時15分～

夫や恋人からの暴力は、女性に対する犯罪で

す。平等な男女の関係を考えましょう。

寸劇を鑑賞した後、性別や年齢にとらわ

れないまちづくりについて考えましょう。

子育てから解放される時間の作り方や、

仕事との両立について考えましょう。

ビデオ視聴を通して、心の中に潜むジェ

ンダーへのとらわれを発見しましょう。

内　　　　　容

なぜ夫は妻をなぐるのか

～ドメスティック・バイオレンスは犯罪です～

まちづくりは人と人のつながりから

～劇をみて考えよう　男と女～

フ レ ー フ レ － 　 子 育 て

～家庭内の子育て分担を考える～

ちょっと意識を変えてみませんか？

～「女らしさ」「男らしさ」ここが変？～

テ　　ー　　マ

参 加 団 体 内　　　　容

明石学級・おこのみ会

中魚沼農村地域生活
アドバイザー連絡会

新潟県消費者協会
十 日 町 支 部

な ご み の 家

日本新婦人の会
十 日 町 支 部

越後アンギン伝承会

廃油せっけん・リサイクル手芸品

もち、漬け物などの農産加工品

アクリルタワシ、小物入れなど

クッキー、タオル、木工品など

無公害洗剤、無添加調味料など

アンギンの製作実演・即売

IWNN新潟県海外派遣修了者の会

アジアや北欧での女性事情の紹介

市内各種団体の活動紹介

新潟地方法務局

世界人権宣言パネル

新潟県警察本部

女性被害に関する各種施策の紹介

新潟県女性財団

女性財団の紹介パネル

新潟県女性政策課
「新潟・新しい波　男女平等推進プラ
ン」紹介パネル

十日町市長選挙・
市議会議員補欠選挙結果

任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
な
ら
び
に
欠
員
に
伴
う
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が

11
月
18
日
a
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
即
日
開
票
の
結
果
、

市
長
に
は
滝
沢
信
一
氏
が
、
市
議
会
議
員
に
は
飯
塚
茂
夫
氏
と
児
玉
昭
一
郎
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。
11
月
19
日
b
に
は
、
当
選
者
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
十
日
町
市
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

滝
沢
新
市
長
の
任
期
は
12
月
15
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

滝 沢 信 一

本 田 欣 二 郎

当 13 ,948票

13 , 497票

市長選挙開票結果

市議会議員補欠選挙開票結果

当 10 , 252票

当 8 ,083票

7 , 943票

飯 塚 茂 夫

児 玉 昭 一 郎

尾 身 隆 一

【滝沢新市長略歴】

1滝沢印刷役員。元市議会議
員。十日町商工会議所副会
頭・十日町中学校PTA会長等
歴任。

選挙当日
有権者数

16,857人

17,907あ

34,764あ

13,423人

14,413あ

27,836あ

3,434人

3,494あ

6,928あ

79.63％

80.49あ

80.07あ

13,405人

14,395あ

27,800あ

3,452人

3,512あ

6,964あ

79.52％

80.39あ

79.97あ

男

女

計

棄権者数 投票率投票者数

十 日 町 市 長 選 挙 市 議 会 議 員 選 挙

棄権者数 投票率投票者数

テーマ「こころの居場所」
講　師 落合恵子さん（作家）



第３号
被保険者

第２号
被保険者

第１号
被保険者

こんなときには届出を！
　会社員や公務員になったとき
　会社員や公務員をやめて、会社員や公務員で
　ある配偶者の扶養になったとき
　離婚や収入の増加により、会社員や公務員で
　ある配偶者の扶養からはずれたとき。また、
　配偶者が仕事をやめたとき
　会社員や公務員をやめたとき
　会社員や公務員になったとき
　結婚や収入の減少により、会社員や
　公務員の配偶者の扶養になったとき

届出

届出

届出
届出 届出

届出

未
納
に
し
て
お
く
と
、
将
来
老
齢

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
保
険
料

の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
は
、
預
金
通
帳
・
預
金
通

帳
届
出
印
鑑
・
年
金
手
帳
を
持
参
し

て
、
金
融
機
関
（
銀
行
・
農
協
）
や

郵
便
局
で
直
接
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

5 平成13年11月25日号 4

国
民
年
金
は
、
高
齢
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
っ
て

私
た
ち
の
日
常
生
活
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

前
も
っ
て
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
経
済
的
に

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

そ
の
た
め
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
職
業
や
収
入
を
問
わ

ず
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
、
大
き
な
安
心
を

手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
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国民年金に加入している人は
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３つのグループに分かれます
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３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます
国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

国民年金に加入している人は

３つのグループに分かれます

暮らしを支える大きな力

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
！

保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

保
険
料
前
納
制
度

月額保険料は

13,300円
（平成13年度）

付加保険料

第１号被保険者で希

望する人が月額400円

を納めます

国民年金事務の
取り扱いが

一部変わります

平成14年４月から国民年金保

険料は国（社会保険庁）が取り

扱います。

●納付書で納めている人

社会保険庁から納付書が送付

されます。金融機関（銀行・農

協）や郵便局で納めてください。

●口座振替を利用している人

振込先が市から社会保険庁に

変わります。ただし、特別な申

し出がない限り、引き続き同じ

口座を利用できます。

保険料が納められないときは免除制度があります

『申請免除』の対象者
◆所得が少なく生活に困っている人

◆病気やけがなどで経済的に困っている人

◆失業や経営不振などで保険料の納付が困難な人

『学生納付特例制度』の対象者
◆一定以上の所得がない在学中の学生

※平成14年度から半額免除制度が始まり、免除基準が変わります

老齢基礎年金を請
求するときには

老齢基礎年金額
の計算では

障害・遺族の年金を
請求するときには

後から保険料を
納めることは

審査の対象とな
る所得は

申請免除
受給資格期間に
入ります

３分の１が算入
されます

納付済期間と同
じ扱いです

10年以内なら納
めることができ
ます

世帯全体の所得

学生納付
特例制度

受給資格期間に
入ります

算入されません
納付済期間と同
じ扱いです

10年以内なら納
めることができ
ます

学生本人の所得の
み（収入で133 万
円が目安）

未　　納
受給資格期間に
入りません

算入されません
受給資格期間に
入りません

２年を過ぎると
納めることがで
きません

───

国
民
年
金
に
は
国
民
全
員
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
に
は
国
民
全
員
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん



付
加
年
金

　
付
加
保
険
料
を
納
め
た
人

が
、
納
め
た
月
数
×
２
０
０

円
を
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
し
て
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

寡
婦
年
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が

25
年
以
上
あ
る
夫
が
何
の
年
金
も
受
け

ず
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻
（
婚
姻
期

間
10
年
以
上
）
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
、
死
亡
し
た
人
が
受
け
る

は
ず
だ
っ
た
年
金
額
の
４
分
の
３
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て

３
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て

い
た
人
が
何
の
年
金
も
受
け

ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
い
っ

し
ょ
に
生
活
し
て
い
た
遺
族

に
12
万
円
〜
32
万
円
支
給

さ
れ
ま
す
。

7 平成13年11月25日号

受
給
資
格
期
間
25
年
以
上
の
人
が
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

②
任
意
加
入
で
き
る
人
が

加
入
し
な
か
っ
た
期
間

一
家
の
家
計
を
支

え
る
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
亡
く
な
っ

た
人
が
一
定
の
保
険

料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
、
そ

の
人
の
子
や
、
子
の

あ
る
妻
が
受
け
ら
れ

る
年
金
で
す
。

つ
ぎ
の
期
間
を
合
計
し
て
、
原
則
と
し

て
25
年
が
必
要
で
す
。

③
昭
和
36
年
４
月
以

降
の
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
の

加
入
期
間

繰
り
上
げ
支
給

60
歳
か
ら
64
歳
で
も
国
民
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
制
限
も
あ
り
ま
す
。

繰
り
下
げ
支
給

受
給
開
始
年
齢
を
遅
ら
せ
る
と
、
増
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

け
が
や
病
気
を
し
て
障
害
者
に
な
っ
た
と

き
、
一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
が
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

6

年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
間

老齢基礎年金の年金額

804,200円（満額）

※この額は、60歳になるまで原

則として40年すべての保険料

を納めた場合です。

遺族基礎年金の年金額

804,200円（満額）

※子の年齢要件は、18歳に到達

した年度の末日（３月31日）

まで（障害者は20歳未満）と

なっており、その人数によっ

て額の加算があります。

障害基礎年金の年金額

（１級障害）

1,005,300円
（２級障害）

804,200円

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
期
間
（
第
３
号
被

保
険
者
期
間
、
保
険
料

免
除
期
間
を
含
む
）

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

老

齢

基

礎

年

金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

繰
り
上
げ
支
給
と

繰
り
下
げ
支
給

昭和16年４月２日以降に生まれた人で保険料

を40年間納めた人の場合

・60歳０ヶ月で繰り上げ請求する場合

804,200円（満額）×70％（支給率）

＝562,900円（支給額）

・70歳で繰り下げ請求する場合

804,200円（満額）×142％（支給率）

＝1,142,000円（支給額）

年金は請求しないと
受けられません！

国民年金の届出や請求、ご相談

は、市役所国民年金係（157-

3111内線151・152）へ

厚生年金の届出や請求、ご相談

は、新潟社会保険事務局六日町事

務所（10257-70‐2211）へ

国
民
年
金
だ
け
の
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す

年金は請求しないと
受けられません！

年　金　計　算　例
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16年13年

十 日 町 市

■職員手当の状況（その２）
（平成13.4.1現在）

区分

扶

養

手

当

国の制度
と 比 較内　　　　　　　容

配偶者…………………………………… 16,000円
配偶者以外の扶養親族のうち２人……各6,000円
ただし、
配偶者のいない職員の場合には、扶養親族の
うち1人は………………………………11,000円
配偶者が扶養親族でない場合には、扶養親族
のうち1人は…………………………… 6,500円

その他の扶養親族1人につき…………… 3,000円
（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は
5,000円加算）

同じ

住

居

手

当

〈借家〉
月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し負担している家賃の額に応じて
最高27,000円（家賃が55,000円以上の場合）
まで支給。

〈持家〉
1,000円　ただし、住宅を新築・購入した場
合5年間は2,500円

同じ

通

勤

手

当

〈交通機関利用者〉
負担している運賃の額に応じて最高50,000
円まで支給。

〈交通用具使用者〉
片道の使用距離に応じて、2,000円（2D以
上5D未満）から最高20,900円（片道40D以
上）まで支給。

同じ

区　　　　　　　　　分

特
殊
勤
務
手
当（
12
年
度
）

全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 54.6%

支給対象職員1人当たり平均支給年額 14,305円

手当の種類　（手当数） 14

代表的な手当の名称
税務手当
社会福祉現業手当
用地交渉手当

時
間
外
勤
務
手
当

支給総額 9,336万0,000円

職員1人当たり支給年額 252,324円

支給総額

11年度

12年度
10,324万4,000円

職員1人当たり支給年額 288,391円

■特別職の給料などの状況　　　　　　　（平成13.4.1現在）

給料・報酬月額 期末手当区　分

報　酬

給　料

市　　長　　　　 859,000円

助　　役　　　　 670,000円

収 入 役　　　　 611,000円

教 育 長　　　　 611,000円

議 長　　　　 392,000円

副 議 長　　　　 316,000円

議　　員　　　　 300,000円

（12年度支給割合）

６月期 1.45月分

12月期　1.6月分

３月期 0.55月分

計　 3.6月分

■第２次定員適正化計画の数値目標および進捗状況（各年4.1現在）
①定員適正化目標

②定員適正化手法の概要

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

部門 区　　分 12年 14年 15年 17年 18年 19年 計

全
　
部
　
門

退　職 10

採　用 8

差引増減 △ 2

職員数 414 409

1

4

3

412

17

10

△ 7

402

7

7

0

402

10

8

△ 2

400

76

62

△14

400

将来の行政需要ならびに第６次定員モデルおよび全国類似団体職員数を考慮
し、職員数を14人削減する。

新規行政需要に対応しつつ、事務の統廃合縮小、民間などへの委託、機械
化を進め、全体として人員増にならないように管理する。

■部門別職員数の状況とおもな増減理由
（各年4.1現在）

主な増減理由
職　員　数

12年 13年

対前年
増減数

一般

行政

部門

特別行
政部門

公営企

業等会

計部門

普通会計計

合　　計

小　　計 285 275 △ 10

教　　育 86 84 △ 2

371 359 △ 12

水　　道

下 水 道

そ の 他

19

17

8

19

18

16

0

1

8

小　　計 44 53 9

415 412 △3

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

4

75

22

75

21

0

26

10

42

4

76

23

83

20

0

27

9

43

0

△ 1

△ 1

△ 8

1

0

△ 1

1

△ 1

固定資産税業務効率化によ
る減

健康増進業務の増（理学療法士
の増）

農村総合整備事業終了

企業誘致業務強化

学校給食調理員の臨時職
員化など

介護保険業務の部門移動

集落排水事業の増加

（注）職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）で、地方公務員の身分を
有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

克雪利雪関係業務の効率化

介護保険業務の部門移動

東京事務所廃止

12

9

△ 3

409

19

16

△3

411

16年13年部門 区　　分 12年 14年 15年 17年 18年 19年

－－ － － － －

－－ － － － －

－－ － － － －

－－ － － － －

計

全
　
部
　
門

退　職

採　用

差引増減

職員数 414

19

16

△3

19

16

△ 3

411

（注）職員数に教育長は含みません。

職員給与をお知らせします
市民の皆さんのご理解をいただくため、十日町市、

十日町地域広域事務組合および十日町地域衛生施設組

合職員の給与・定員管理などをお知らせします。

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成13.4.1現在）

区　分

十日町市

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

国

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

経験年数７年
以上10年未満

区　分
経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

一
般
行
政
職

技　能
労務職

大学卒

高校卒

高校卒

246,775円 286,625円 341,650円

205,867円 229,714円 306,850円

187,700円 227,767円 260,767円

338,740円

329,470円

41.8歳 313,194円 48.8歳

40.2歳 290,508円 48.7歳

■平成12年度人件費の状況（普通会計決算）

住民基本
台帳人口
（平13.3.31）

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
11年度の
人件費率

43,703人 190億
7,013万円

1億
4,938万円

32億
6,649万円 17.1% 15.5%

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、
採用後の年数をいいます。

■平成13年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ） 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　与　　　　費

364人 14億5,341万
4,000円

2億1,265万
3,000円

6億3,264万
3,000円

22億9,871万
0,000円

631万
5,137円

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　給与費は当初予算に計上された額です。

■職員の初任給の状況
（平成13.4.1現在）

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成13.4.1現在）

区　分

一
般
行
政
職

大学卒

初 任 給
採用２年経
過後給料額

初 任 給
採用２年経
過後給料額

高校卒

十　日　町　市 国

174,400円

141,900円

188,900円 174,400円 188,900円

151,800円 141,900円 151,800円

■一般行政職の級別職員数の状況
（平成13.4.1現在）

■昇給期間短縮の状況

■職員手当の状況（その１）

区分

期
末
手
当

勤
勉
手
当

十　日　町　市 国

（12年度支給割合）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.45月分

1.6月分

0.55月分

3.6月分

勤勉手当

0.6月分

0.55月分

―

1.15月分

（12年度支給割合）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.45月分

1.6月分

0.55月分

3.6月分

勤勉手当

0.6月分

0.55月分

―

1.15月分

退
　
職
　
手
　
当

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

21.0 月分

33.75月分

47.5 月分

60.0 月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55 月分

62.7 月分

62.7 月分

12 年　度
１人当たり
平均支給額

1,924万
0,025円

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

退 職 時
特別昇給 1～2号給

2,610万
4,061円

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

21.0 月分

33.75月分

47.5 月分

60.0 月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55 月分

62.7 月分

62.7 月分

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職
員に支給された平均額です。

区　　　分 合　計
一　般
行政職

技　能
労務職

その他
一般職

12

年
　
度

414人 297人 52人 65人職員数（Ａ）

59人 35人 9人 15人普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

14.3% 11.8% 17.3% 23.1%比率（Ｂ/Ａ）

区 分

８級 課長・参事 5 1.9

課長・参事・課長補佐 23 9.0

課長補佐・副参事 90 35.2

係長・主査 46 18.0

主任 27 10.5

主事・技師 33 12.9

主事・技師 19 7.4

主事・技師 13 5.1

256 100.0

７級

６級

５級

４級

３級

２級

１級

計

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

（注）１　十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
３　職員数は特殊な職種および技能労務職を除いたものです。

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

退 職 時
特別昇給 20年以上勤続者1号俸
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十日町地域広域事務組合・十日町地域衛生施設組合

■広域事務組合の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成13.4.1現在）

区分

７級

標準的な職務内容
職員数
（人）

構成比
（％）

職員数
（人）

標準的な職務内容
構成比
（％）

６級

消　　　防　　　職 一　般　行　政　職 医　　　療　　　職

消防監・消防長 課　長

司令長・次長・署長・
課長

５級

４級

司令・課長補佐・小隊
長・分署長・分遣所長

司令補・係長・副分署
長・副分遣所長

３級

２級

１級

計

士長・主任・分隊長・
副分隊長

1

4

9

37

19

0.9 1 25.0

職員数
（人）

標準的な職務内容
構成比
（％）

─ ─ ─

係　長 1 25.0 ─ ─ ─

主　査 1 25.0 ─ ─ ─

─ ─ ─ 困難な専門的業務
を行う主任獣医師 2 66.7

─ ─ ─ ─ ─ ─

主　事 1 25.0 獣医師 1 33.3

─ ─ ─ ─ ─ ─

4 100.0 3 100.0

3.5

8.0

32.7

16.8

副士長・副分隊長 16 14.2

消防士 27 23.9

113 100.0

（注）１　当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職　　名

区 　 分 合 計
一　般
行政職

技　能
労務職

消防職 医療職

広
域
事
務
組
合

衛
生
施
設
組
合

報酬年額

職員数（A）

十日町市消防団長

118人 4人 111人 3人

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

16人 0人 15人 1人

比率（ B / A） 13.6% ─ 13.5% 33.3%

職員数（A） 20人 13人 7人

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

4人 2人 2人

比率（ B / A） 20.0% 15.4% 28.6%

110,000円

〃　　　副団長 74,000円

〃　　　分団長

〃　　　副分団長

〃　　　部長

〃　　　班長

〃　　　団員

管 理 者

副管理者

収 入 役

議　　長

副 議 長

議　　員

55,500円

41,000円

34,000円

24,000円

18,000円

■衛生施設組合の級別職員数の状況　　　（平成13.4.1現在） ■昇給期間短縮の状況（普通会計）
（平成12年度）

① 広域事務組合・衛生施設組合 ② 広域事務組合

■特別職の報酬（平成13.4.1現在）

区分

８級

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

一　般　行　政　職

─ ─ ─

７級 局長 1 8.3

６級 次長・係長・主査 7 58.4

５級 主　任 2 16.7

４級 主　任 1 8.3

３級 技　師 1 8.3

２級 ─ ─ ─

１級 ─ ─ ─

12 100.0計

（注）１　当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職　　名 報酬年額

32,000円

30,000円

30,000円

32,000円

30,000円

30,000円

区　分

区 　 分 広域事務組合 衛生施設組合

特
殊
勤
務
手
当
（
12
年
度
）

職員全体に占める手
当支給職員の割合

支給対象職員1人当
たり平均支給年額

手 当 の 種 類
（手当数）

代表的な

手当の名称

96.6%

消防職 33,343円
医療職　137,200円

4

緊急車運転手当
災害出動手当
夜間消防手当
家畜指導診療業務手当

100%

150,410円

4

清掃手当

危険手当

区 　 分 広域事務組合 衛生施設組合

時

間

外

勤

務

手

当

支給総額

職員1人当たり
支 給 年 額

支給総額

職員1人当たり
支 給 年 額

11年度

12年度

1,821万9,153円

17万1,879円

2,313万3,385円

22万0,318円

141万3,223円

7万4,380円

173万0,390円

9万1,073円

■平成12年度人件費の状況（普通会計決算）

圏域内基本台帳人口
（平13.3.31）

歳　　出　　額
（Ａ）

実　質　収　支
人　　件　　費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）11年度
の人件費率

78,759人

56,344人

26億5,856万7,000円 6,010万1,000円

16億0,608万7,000円 2,555万0,000円

10億7,796万1,000円

1億7,029万5,000円

40.5%

10.6%

53.1%

16.5%

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。 ２　給与費は当初予算に計上された額です。

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤

手当は、市職員と同額のため省略します。

区 分

広域事務組合

衛生施設組合

広域事務組合

衛生施設組合

■平成13年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ） 給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　　　　　与　　　　　　　　費

120人

20人

4億8,594万4,000円 1億2,478万7,000円 2億0,978万2,000円 8億2,051万3,000円 683万7,608円

8,735万2,000円 1,729万5,000円 3,910万2,000円 1億4,374万9,000円 718万7,450円

■職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成13.4.1現在）

■職員手当の状況

区　分

一　般
行政職

大学卒

初　任　給
採用２年経
過後給料額

初　任　給
採用２年経
過後給料額

初　任　給
採用２年経
過後給料額

高校卒

広 域 事 務 組 合 衛 生 施 設 組 合 国

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

消防職
大学卒

高校卒

192,600円

160,200円

210,400円

174,100円

192,600円

160,200円

210,400円

174,100円

医療職
大学卒

高校卒

207,900円 221,900円

区　分

（注）１　消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。 ２　医療職については給料の調整額（獣医師）を含んでいます。

広域事務組合

衛生施設組合

国

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成13.4.1現在）

平均給料月額 平均年齢

一 般 行 政 職

347,125円 42.3歳

378,700円 47.6歳

329,470円 40.2歳

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

322,300円 49.9歳

290,508円 48.7歳

平均給料月額 平均年齢

消 防 職

333,461円 39.4歳

348,528円 41.6歳

平均給料月額 平均年齢

医 療 職

310,200円 32.7歳



●
全
国
納
税
貯
蓄
組
合連

合
会
優
秀
賞

●
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞

池
田
伸
子
（
南
中
３
年
）

「
日
本
の
税
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育

推
進
協
議
会
会
長
賞

最
優
秀
賞

庭
野
直
子
（
中
条
中
３
年
）

「
税
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

優
秀
賞村

山
亜
里
沙
（
中
条
中
３
年
）

「
税
金
と
共
に
」

徳
永
裕
美
（
南
中
３
年
）

「
税
金
の
大
切
さ
」

高
橋
初
江
（
南
中
３
年
）

「
二
十
一
世
紀
」

羽
鳥
宏
則
（
吉
田
中
３
年
）

「
税
」茂

木
聡
美
（
吉
田
中
３
年
）

「
税
金
で
作
っ
て
い
く
未
来
」

●
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
優
秀

佐
藤
　
充
（
下
条
中
３
年
）

「
考
え
よ
う

税
の
役
割

正
し
い
納
税
」

●
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

大
久
保
育
子（
十
日
町
中
３
年
）

「
築
こ
う
よ

笑
顔
と
安
心

税
金
で
」

高
橋
初
江
（
南
中
３
年
）

「
税
金
は輝

く
社
会
の

パ
ー
ト
ナ
ー
」

井
口
恵
梨
（
水
沢
中
２
年
）

「
あ
な
た
の
税

未
来
を
作
る

第
一
歩
」

●
十
日
町
税
務
署
長
賞
優
秀

登
坂
　
遼
（
十
日
町
中
１
年
）

「
税
金
を

納
め
て
築
こ
う

理
想
の
未
来
」

南
雲
　
駿
（
南
中
２
年
）

「
税
金
を

納
め
て
築
こ
う

豊
か
な
暮
ら
し
」

相
田
敏
貴
（
中
条
中
３
年
）

「
税
金
は

輝
く
町
の

道
し
る
べ
」

保
坂
法
夫
（
吉
田
中
２
年
）

「
税
で

つ
な
ご
う

人
と
社
会
と

生
活
を
」

関
口
宏
美
（
下
条
中
３
年
）

「
暖
か
い福

祉
の
心
に

生
き
る
税
」

（
水
沢
中
３
年
）

「
築
こ
う
よ

明
る
い
未
来
を

納
税
で
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育

推
進
協
議
会
会
長
賞

最
優
秀
賞

春
日
一
茂
（
十
日
町
中
１
年
）

「
税
金
を

納
め
て
広
が
る

豊
か
な
く
ら
し
」

優
秀
賞山

田
達
也
（
十
日
町
中
２
年
）

「
よ
い
町
を

み
ん
な
の
力
と

税
金
で
」

近
藤
　
梓
（
下
条
中
１
年
）

「
納
税
は住

み
よ
い
社
会
の

第
一
歩
」

上
村
法
貴
（
下
条
中
２
年
）

「
よ
く
知
ろ
う

未
来
を
動
か
す

税
金
を
」

山
田
沙
也
華
（
下
条
中
３
年
）

「
も
っ
と
知
ろ
う

税
の
役
割

大
切
さ
」

池
田
陽
一
（
下
条
中
３
年
）

「
納
税
は明

る
い
未
来
の

道
づ
く
り
」

13 平成13年11月25日号 12

大地に生きる、みつ葉のように
～福祉施設が合同文化祭を開催～

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
、
千
歳
公
園

お
よ
び
市
役
所
裏
駐
車
場
で
「
ど
ぼ
く
の

日
ふ
れ
あ
い
体
験
パ
ー
ク
と
お
か
ま
ち
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
道
の
今
昔
物
語
」
パ
ネ
ル

写
真
展
や
砂
防
施
設
の
模
型
実
験
の
ほ

か
、
建
設
機
械
や
除
雪
機
械
、
災
害
対
策

車
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ

な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

特
に
、
離
れ
た
場
所
に
あ
る
文
字
や
図

柄
を
読
み
取
る
測
量
機
器
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
や
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

の
試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
大
人
気
で
、
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

憧
れ
の
建
設
機
械
や
除
雪
車
に
実
際
に
乗

る
こ
と
が
で
き
、
大
喜
び
で
し
た
。

バックホーってすごいなぁ
～どぼくの日ふれあい体験パーク～

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
・
六
日
町
合
同

の
「
魚
沼
地
域
就
職
面
接
会
」
が
11
月
７

日
d
、
ク
ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
、
管
内
企

業
９
社
と
来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
雇
用
環
境
が
悪
化
す
る
中

で
、
高
校
生
の
就
職
状
況
は
厳
し
く
な
っ

て
お
り
、
面
接
会
と
同
時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
職
員
に
よ
る
就
職
相
談
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

面
接
会
で
は
、
最
初
に
参
加
９
社
の
担

当
者
に
よ
る
企
業
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
自
由
面
談
に
移
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
高
校
生
は
、
『
超
氷
河
期
』
を
何
と
か

乗
り
越
え
よ
う
と
、
各
企
業
の
説
明
に
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

企業との「出会いの場」を求めて
～魚沼地域就職面接会～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

ス
グ
ル
ー
プ
「
南
風
」
や
、
城
之
古

の
大
正
琴
の
会
、
越
正
会
の
皆
さ
ん

な
ど
が
登
場
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

演
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
製
菓
・
製
パ
ン
・
木
工
な

ど
日
ご
ろ
の
授
産
業
務
の
紹
介
や
、

製
造
品
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
人

気
が
高
く
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
運
営
面
で
も
川
西
高
校
の

生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

す
る
な
ど
、
人
々
の
輪
は
着
実
な
広

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。３
施
設
は
、

地
域
と
の
協
力
・
信
頼
関
係
を
は
ぐ

く
み
な
が
ら
、
み
つ
葉
の
よ
う
に
、

す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
g
、
塚
原
町
に
あ
る
３

つ
の
福
祉
施
設
が
合
同
文
化
祭
を
行

い
ま
し
た
。
主
催
し
た
の
は
十
日
町

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
知

的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
な
ご
み

の
家
」
、
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施

設
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
で
す
。
合
同

文
化
祭
は
、
３
枚
の
葉
が
す
く
す
く

と
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
「
み
つ

ば
祭
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
第
３
回
を
迎
え
た
み
つ
ば

祭
は
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
や
、

日
ご
ろ
の
授
産
・
学
習
活
動
を
紹
介

す
る
大
切
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
近
隣
の
、

南
中
学
校
の
保
護
者
に
よ
る
コ
ー
ラ

十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進
協
議

会
、
十
日
町
税
務
署
で
は
、
中
学
生
を
対
象
に
、
税
に
関
す
る
作

文
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
優
秀
だ
っ
た
皆
さ

ん
（
敬
称
略
）
を
紹
介
し
ま
す
。

優
秀
作
品
紹
介

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語

【
作
文
の
部
】

【
標
語
の
部
】

来
年
の
Ｗ
杯
に
出
場
を
決
め
た
ポ

ー
ラ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
、
十

日
町
市
を
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
希
望

す
る
申
し
入
れ
が
、
11
月
５
日
b
に

十
日
町
キ
ャ
ン
プ
誘
致
実
行
委
員
会

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

十
日
町
市
に
キ
ャ
ン
プ
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
続

い
て
２
か
国
目
と
な
り
ま
す
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
寄
せ
ら
れ
た
内
容

は
「
Ｗ
杯
の
１
次
リ
ー
グ
を
日
本
で

戦
う
場
合
、
１
次
リ
ー
グ
の
期
間
中

と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
前
の
、
最
低

で
も
21
日
間
を
、
十
日
町
市
で
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
た
い
」
と
い
う
も
の
で

す
。（
確
率
は
ス
ペ
イ
ン
同
様
50
％
）

誘
致
実
行
委
員
会
で
は
検
討
の
結

果
、
12
日
b
に
承
諾
の
返
事
を
ポ
ー

ラ
ン
ド
側
に
送
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
と
仮

予
約
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
国
が
日
本
で
戦
う
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

十日町市にとっても、出場国に

とっても、運命の分かれ道となる、

Ｗ杯の組合せ抽選会が行われます。

抽選会の生中継を期待を込めて見

守りませんか。どなたでも参加で

きます。みんなで両国の組分けと

誘致の成功を祈りましょう。

■と　き　12月１日G午後７時～９時

開場午後６時30分

■ところ 十日町情報館

■入場料　無　料

※事前申込みが必要です。11月30

日fまでに誘致実行委員会事務

局157－3111（内線205）へ。

古
豪
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
仮
予
約

古
豪
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
仮
予
約

〜
ス
ペ
イ
ン
に
続
き
２
か
国
目
の
快
挙
〜

W杯組合せ抽選会

視察をするポーランド関係者

W杯組合せ抽選会

来たれ！！
スペイン・ポーランド
来たれ！！

スペイン・ポーランド
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約
２
年
間
に
渡
っ
て
世
界
中
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
陸
別
予
選

が
終
了
し
、
Ｗ
杯
本
大
会
に
出
場
す

る
32
か
国
す
べ
て
が
決
定
し
ま
し
た
。

12
月
１
日
g
に
は
、
韓
国
の
釜ぷ

山さ
ん

で
本
大
会
の
組
合
せ
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
出
場
国
が
１
次
リ
ー
グ
の
試
合

を
日
本
・
韓
国
の
ど
ち
ら
で
戦
う
か

が
決
ま
り
ま
す
。

十
日
町
市
を
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

仮
予
約
し
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
両
国
は
、
１
次
リ
ー
グ
を

日
本
で
試
合
す
る
こ
と
を
条
件
に
当

市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
組
合
せ
抽
選
会
が
キ

ャ
ン
プ
誘
致
の
行
方
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
か
ら
、
誘
致
実
行
委
員
会

で
は
、
抽
選
会
場
で
あ
る
釜
山
を
訪

れ
、
出
場
国
の
関
係
者
と
直
接
交
渉

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
両
国
が

日
本
で
試
合
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
組

分
け
さ
れ
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

先祖代々イタリアで生まれ育ちイタリア語だけ話す

…10年前はこれが当たり前でしたが、ヨーロッパの

統合を機に大きく変わろうとしています。留学中、

「私はこの麗
うるわ

しいヨーロッパに生まれたことを感謝し

ている」というプライドをまざまざと見せつけられた

私ですが、ここに来て具体的な形として彼らがその尊

厳を発揮できるときが来たのではないでしょうか。

今年のサンレモ音楽祭のグランプリは、エリーザと

いう英語の歌を歌うイタリア人女性でした。以前は必

ずイタリア語の歌詞に限定されていた音楽祭が大きな

変化を見せたわけです。

私が暮らしていたマルケ州にレカナーティという小

さな村があります。何の変哲もない田舎だったところ

が、ここ10年で大きく様変わりしました。人口２万人

程の村に何と今では企業が3,000社だそうです。その中

にアニメーションの会社があり、この会社の製作した漫

画がヨーロッパでブレイクしてアメリカ進出を図り成功

しました。ゆくゆくは日本上陸を果たしたいという大き

な望みがあるようです。現在、日本のアニメーション業

界は世界一流の技術、市場を誇っています。実際、私が

住んでいたころのイタリアでは、テレビで放映されてい

た漫画の多くは「巨人の星」など日本の作品で、昔懐か

しい気持ちで見ていました。

アニメで日本上陸…無謀とも思える挑戦ですが、日本

市場で真剣勝負しようという気迫は興味深く、作品も見

てみたいものです。 （姉妹都市協力員　当重茜さん）

ＥＵとともに変化するイタリア

68

運命の組合せ抽選会

開幕まであと187日 Vol. 8

激
戦
を
勝
ち
抜
き

出
場
32
か
国
が
決
定

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

ど
の
組
へ

熱気あふれる２年前の抽選会

総
合
体
育
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
と
し
て
「
ス

ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

最
近
運
動
不
足
と
い
う
人
、
運
動

の
効
果
が
現
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
人
は
、
こ
の
機
会
に
自
分

の
体
力
を
再
確
認
し
て
、
も
う
一
度

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
日

１
月
11
日
f
〜
13
日
a

▼
種
　
目

別
表
の
６
種
目

▼
そ
の
他

テ
ス
ト
終
了
後
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
、
結
果
を
も
と
に
個
別

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
運
動
処
方

を
指
導
し
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
・
申
込
み
方
法
な
ど

は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問合せ＝総合体育館
（15 2 ─ 4 3 7 7 ）

『
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
』

や
っ
て
み
よ
う
デ
ー
！

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

12
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

116

12月の交通安全キャンペーン

10月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

飲酒運転の追放

〈
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）〉
▼
12
月
15
日
g

▼
虫
川
大
杉
駅
か
ら
バ
ス
20
分
▼
今
年
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
だ
け

で
な
く
、ス
キ
ー
バ
イ
ク
・
ス
ノ
ー
ス
ク
ー
ト
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
も
開
始
。

ま
た
、
雪
だ
る
ま
温
泉
「
雪
の
湯
」
に
露
天
風
呂
が
オ
ー
プ
ン
。
ス
ポ
ー

ツ
の
後
は
ゆ
っ
く
り
温
泉
で
く
つ
ろ
げ
ま
す
。
▼
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ

（
1
０
２
５
５
９
│
３
│
２
０
４
１
）

〈
及
川
光
博
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
ツ
ア
ー
　
０
１
０
２
　
禁
猟
区
〜
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
〜
〉
▼
12
月
18
日
c
午
後
６
時
開
場
、
６
時
30
分
開
演
▼
上
越

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
直
江
津
駅
か
ら
バ
ス
15
分
（
高
田
・
新
井
方
面
行

き
乗
車
）
▼
入
場
料
６
、
３
０
０
円
（
全
席
指
定
）
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
▼
上
越
市
文
化
会
館
（
1
０
２
５
５
│
25
│
４
１
０
３
）

〈
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

誌
『
ほ
っ
く
ほ
く
』
第
14

号
（
冬
号
）〉
▼
旬
の
味
覚

情
報
や
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
市

役
所
・
ほ
っ
く
ほ
く
な
ん

で
も
案
内
所
・
ク
ロ
ス
10
・

博
物
館
な
ど
で
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
。
▼
十
日
町

市
商
工
観
光
課
（
1
57
│

３
１
１
１
内
線
２
６
９
）

平成12年度、市内では飲酒運転によ

る人身事故が14件発生しました。13年

度はすでに６件の飲酒運転による人身

事故が発生しています（10月末現在）。

これからの時期は、忘年会などでお

酒を飲む機会が増え、飲酒運転による

事故が多発することが心配されます。

死亡事故などの重大事故につながる

飲酒運転を、家庭や職場そして地域ぐ

るみで追放しましょう。

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 14（173） 17（204） 0（３） 39（463）

12年 19（202） 22（233） ０（５） 46（475）

種 目 名 測定要因 測　定　方　法

握　　　力

上体起こし

立ち幅とび

反復横とび

長座体前屈

シャトルラン

筋 力

筋 持 久 力

瞬 発 力

敏しょう性

柔 軟 性

全身持久力

握力計による測定です

腹筋運動を30秒間繰り返します

立った状態から助走をつけずに前方に跳躍します

１メートル間隔の３本のラインを20秒間サイドステップで往復します

ひざを伸ばして座った姿勢から上体を前方に倒します

20メートルの直線を一定の時間で往復しますＱ組合せ抽選会ってな
に？

ＡＷ杯は、１次リーグと
決勝トーメントを行

って優勝国を決めます。
この１次リーグの組分け
を行うのが組合せ抽選会で
す。参加32か国を４チームずつＡ～Ｈの８組に分け、
Ａ～Ｄ組は韓国国内、Ｅ～Ｈ組は日本国内で１次リー
グを戦います。
抽選会は、参加国にとって対戦相手が決まるばかり

か、キャンプ地を日本・韓国どちらに決めるかの大き
なポイントとなります。すでに前回優勝国フランスが
Ａ組、韓国がＤ組、日本はＨ組に決定していますが、
そのほかの国は強豪国同士、同じ大陸同士の対戦を避
けることなどが考慮され組分けされる見込みです。

第
８
回
十
日
町
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
優

勝
選
手
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称

略
）。

▼
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
‥
阿
部
利

雄
▼
シ
ニ
ア
‥
飯
塚
力
三
▼
レ

デ
ィ
ー
ス
‥
小
川
和
子
▼
一
般

‥
西
野
照
夫

ポーランド
16年ぶり

６回目の出場

■これまでのＷ杯出場成績

1938年

1974年＝３位

1978年＝２次リーグ敗退

1982年＝３位

1986年＝ベスト16
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を
開
催
し
ま
す
。
■
日
時
＝
12
月
７

日
f

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
■
会

場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。
十
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
1
57
│
５
５
１
７
）

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
基
本
を
習
得

し
ま
す
。
■
日
時
＝
12
月
７
日
〜
３

月
15
日
ま
で
の
毎
月
第
１
・
３
金
曜

日
午
後
７
時
30
分
〜
（
全
８
回
）
■

会
場
＝
公
民
館
本
館
■
対
象
者
＝
18

〜
30
歳
ま
で
の
男
女
■
定
員
＝
14
人

（
先
着
順
）
■
受
講
料
＝
資
料
代
と

し
て
２
、
０
０
０
円
程
度
を
予
定
。

※
新
規
登
録
者
は
利
用
者
協
議
会
費

５
０
０
円
が
別
途
必
要
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
利
用
者
協
議
会
費
を
添

え
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
57
│

８
９
１
８
）

愛
す
る
わ
が
ま
ち
を
、
自
分
た
ち

の
手
で
守
り
ま
せ
ん
か
。
消
防
団
で

は
新
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
■
対
象
＝
市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
男
子
■
身
分
保
障
＝
活
動
中
は

地
方
公
務
員
特
別
職
の
身
分
を
う
け

ま
す
。
年
報
酬
の
ほ
か
、
業
務
に
従

事
し
た
と
き
は
日
当
の
支
給
、
一
定

期
間
の
在
職
を
経
れ
ば
退
職
報
酬
も

支
給
さ
れ
ま
す
。
け
が
や
病
気
を
し

た
と
き
は
一
定
の
補
償
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
被
服
貸
与
■
申
込
み
＝
地
元

の
消
防
団
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
■

問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総

務
課
消
防
団
係（
1
57
│
０
１
１
９
）

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
金
曜
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
ド
ラ
マ
　
着
物
デ
ザ
イ
ナ

ー
黛
涼
子
の
推
理
紀
行
」
（
主
演
‥

真
野
あ
ず
さ
）
の
撮
影
が
、
来
年
２

月
の
「
第
53
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
」

を
中
心
に
市
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
お

借
り
で
き
る
①
撮
影
用
農
家
風
民

家
、
ま
た
は
②
第
25
〜
35
回
（
昭
和

49
〜
59
年
）
十
日
町
雪
ま
つ
り
「
き

も
の
シ
ョ
ー
」
を
撮
影
し
た
８
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
ま
た
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

お
持
ち
の
人
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12
月
10

日
b
ま
で
に
、
十
日
町
雪
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
1
57
│
３
３
４
５
）

11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
５
期
お
よ
び
介
護

保
険
料
第
５
期
の
納
税
・
納
付
の
月

で
す
。納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
１
１
５
）

14
年
１
月
か
ら
所
得
税
の
確
定
申

告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
税
務
署
に
備
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
ま
た
は
関
東
信
越
国
税
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.k
a
n
to

sh
in
e
tsu
.n
ta
.g
o
.jp

）、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

n
ta
.g
o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署
（
1
52

│
３
１
８
１
）

■
日
時
＝
12
月
11
日
c
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分
■
会
場
＝
十
日
町
保

健
所
■
医
師
＝
江
口
医
師
（
江
口
医

院
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
健
康
増
進
係（
内
線
１
４
４
）ま

た
は
十
日
町
保
健
所
（
1
57
│
２
４

０
０
）

新
潟
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

は
、
少
額
な
金
銭
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩

ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
無
料
電
話

十
日
町
市
野
球
連
盟
で
は
創
立
80

周
年
を
記
念
し
て
、
読
売
巨
人
軍
打

撃
コ
ー
チ
吉
村
禎
章

さ
だ
あ
き

氏
を
迎
え
、
野

球
教
室
と
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
■

期
日
＝
12
月
15
日
g
■
入
場
料
＝
無

料
■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
野
球
連
盟

事
務
局
‥
小
林（
1
57
│
９
３
８
３
）

郡
市
内
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た

野
球
教
室
で
す
。
一
般
の
人
も
見
学

で
き
ま
す
。
■
時
間
＝
午
後
１
時
〜

２
時
■
会
場
＝
総
合
体
育
館

「
私
の
野
球
人
生
」
と
題
し
た
講

演
会
で
す
。
■
時
間
＝
午
後
２
時
30

分
（
開
場
２
時
）
〜
３
時
30
分
■
会

場
＝
市
民
会
館

十
日
町
市
民
音
楽
協
会
タ
ク
ト
で

は
、
第
１
回
十
日
町
市
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
第
７

回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
合
唱
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
２
日
a

午
後
２
時

（
開
場
１
時
45
分
）
〜
■
会
場
＝
市
民

会
館
■
入
場
料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝

公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
６
日
e
、
20
日
e
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
２
）

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日

時
＝
12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
の
各

火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
、
４
日
は

吉
原
久
美
先
生
を
迎
え
ま
す
。
18
日

は
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
す
。
■
会
場
＝

市
民
体
育
館
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
12
月

15
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
十
日

町
情
報
館
■
問
合
せ
＝
十
日
町
情
報

館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

市
内
の
民
謡
・
舞
踊
団
体
が
一
堂

に
会
し
唄
と
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
２
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

■
入
場
料
＝
１
、
３
０
０
円
（
当
日

１
、
５
０
０
円
）
■
問
合
せ
＝
池
田

勝
敏
（
1
58
│
２
６
４
４
）

講
師
に
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支

部
の
杉
本
暢
子
氏
を
迎
え
、
痴
ほ
う

性
老
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
講
演
会

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

食
肉
処
理
販
売
等
特
別
資
金
〜
狂
牛
病
関
連
つ
な
ぎ
資
金
〜

牛
海
綿
状
脳
症
（
狂
牛
病
）
に
よ

り
、
経
済
的
に
影
響
を
受
け
た
食
肉

処
理
販
売
経
営
な
ど
の
維
持
継
続
の

た
め
に
、
利
子
補
給
を
行
い
、
低
利

の
短
期
資
金
を
融
通
し
ま
す
。

■
貸
付
期
間
＝
12
月
31
日
b
ま
で

■
該
当
業
種
＝
食
肉
処
理
業
、
食
肉

卸
売
業
、
食
肉
市
場
卸
売
業
、
原
皮

業
、
食
肉
小
売
業
、
飲
食
店
営
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業
、
食
肉
製
品
製
造

業
、
内
臓
処
理
販
売
業
、
化
製
業

■
要
件
＝
９
月
17
日
以
降
の
売
上
額

（
１
月
換
算
）
が
、
６
月
１
日
か
ら

８
月
31
日
の
３
か
月
間
の
月
平
均
売

上
額
と
比
較
し
て
、
お
お
む
ね
２
割

以
上
減
少
し
て
い
る
者
。
※
ほ
か
に

も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
対
象
資
金
＝
肉
畜
お
よ
び
畜

産
副
産
物
資
材
な
ど
の
仕
入
れ
、
施

設
や
設
備
の
維
持
費
、
雇
用
労
働
費

な
ど
経
営
継
続
に
必
要
な
経
費
に
当

て
る
も
の
。

■
融
資
限
度
額
＝
１
、
０
０
０
万
円

以
内
（
※
原
皮
業
、
内
臓
処
理
販
売

業
、
化
製
業
は
４
、
０
０
０
万
円
以

内
）

■
貸
付
利
率
＝
年
１
・
６
％
以
内

■
償
還
期
間
＝
１
年
以
内
（
元
利
一

括
払
い
）

■
融
資
機
関
・
申
込
先
＝
農
協
、
銀

行
、
信
用
組
合
、
商
工
中
金
、
信
用

金
庫
、
農
林
中
金

■
問
合
せ
＝
農
林
課
農
業
振
興
係

（
内
線
３
３
３
）

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局

の
簡
易
保
険
の
積
立
金
や
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
の
積
立
金
は
、
教
育

施
設
や
水
道
施
設
な
ど
の
整
備
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
に
は
、
表
の
よ
う
に

十
日
町
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、

簡
易
水
道
な
ど
の
整
備
に
こ
の
資
金

を
活
用
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
ま
す

◆簡易保険積立金還元融資事業 （単位：万円）

◆厚生年金積立金・国民年金積立金還元融資事業
（単位：万円）

事　　業　　名

高 山 太 子 堂 線 道 路

新設改良事業ほか17か所

十日町中学校給食

共同調理場建設事業

十日町市総合公園整備事業

十日町市緑道整備事業

豪雪対

策事業

義務教育

施設事業

公園緑

地事業

簡易水

道事業

6億0,610

1億8,852

2,600

2,000

2億5,600

4,760

970

750

2,608

6,312

9,704

1,050

2,010

8,460

合　　　　　　計 8億4,062 3億2,080

合　　　　　　計 1億8,624 1億1,520

事業に要した額 融資を受けた額

事　　業　　名 事業に要した額 融資を受けた額

水沢中央地区簡易水道

下条地区簡易水道

水沢南部地区簡易水道

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

心
の
健
康
相
談

雪まつり事務局開設に伴い、商工観光課・

観光協会が12月3日b～２月22日fの間、ク

ロス10の４階に一時移転します。

TEL 57-3345 FAX  57-5150

雪まつり事務局開設に伴う
商工観光課・観光協会の一時移転

ガイド
催し

第
18
回
民
謡
舞
踊
大
競
演
会

う
た
と
お
ど
り
の
祭
典

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

お
も
ち
ゃ
図
書
館

12
月
のな

か
よ
し
ラ
ン
ド

自
分
の
街
に
役
立
つ
こ
と
を
・・・

男
子
消
防
団
員
募
集

十
日
町
地
区
福
祉
講
座

音
楽
＆
合
唱

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
吉
村
禎
章
」

野
球
教
室
＆
講
演
会

講座

募集

青
少
年
ホ
ー
ム

パ
ソ
コ
ン
講
座

少
額
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

野
球
教
室

講
演
会

税
新
世
紀
明
る
い
未
来
を
税
金
で

11
月
の
納
税

「
着
物
デ
ザ
イ
ナ
ー
黛
涼
子
」

撮
影
協
力
の
お
願
い

所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
新
し
く
な
り
ま
す

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

相談
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館
し
ま
す
。
■
冬
期
休
館
期
間
＝
12

月
１
日
g
〜
３
月
22
日
f
、
た
だ
し
、

２
月
15
日
f
〜
17
日
a
の
雪
ま
つ
り

期
間
中
は
開
館
し
ま
す
。
■
団
体
対

応
＝
冬
期
休
館
中
で
も
、団
体（
10
人

程
度
以
上
）
で
、
１
週
間
以
上
前
に

申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
開
館
し
ま

す
。
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
柳
商
店

（
1
52
│
３
５
６
８
）

身
近
な
最
新
情
報
を
満
載
し
た
県

民
の
た
め
の
手
帳
で
す
。
表
紙
は
灰

色
が
か
っ
た
赤
色
と
空
色
の
２
色
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
■
定
価
＝
４
３
０
円
■
販
売

所
・
問
合
せ
＝
12
月
14
日
f
ま
で
に

総
務
課
文
書
統
計
係(

内
線
２
２
４)

市
で
は
、
市
道
高
山
太
子
堂
線
の

交
通
量
増
加
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に

歩
道
の
整
備
や
右
左
折
車
線
を
設
置

し
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

大
型
店
な
ど
が
立
地
す
る
付
近
で

は
特
に
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
交
通
事
故
防
止
を
よ
り
一

層
図
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

要
望
の
多
い
こ
の
箇
所
へ
の
、
信
号

機
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
も
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行

者
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
事

故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境

係
（
内
線
１
５
７
）

高
校
や
大
学
、専
修
学
校
、各
種
学

校
な
ど
の
入
学
・
在
学
者
の
保
護
者

は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
■
融
資
限
度
額
＝
２
０
０

万
円
■
金
利
＝
年
１
・
７
％
（
11
月

12
日
現
在
）
■
返
済
期
間
＝
10
年
以

内（
在
学
期
間
内
で
元
金
の
据
置
可
）

■
返
済
方
法
＝
毎
月
元
利
均
等
払

（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）
■
問
合
せ
＝

国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店
（
1

０
２
５
８
│
36
│
４
３
６
０
）

携
帯
電
話
で
指
名
手
配
被
疑
者
の

写
真
、
氏
名
、
身
体
特
徴
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
■
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝

h
ttp
://w

w
w
.n
p
a
.g
o
.jp
/w
a
n

te
d
/k
t/i/in

d
e
x
.h
tm

※
Ｅ
Ｚ
ｗ

ｅ
ｂ
・
Ｊ
ス
カ
イ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

・
２
日
a
（
終
日
）
シ
ル
ク
モ
ー
ル

・
９
日
a
（
終
日
）
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
保
健
予
防
係（
内
線
１
４
１
）

相
談
「
少
額
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

を
開
催
し
ま
す
。
■
日
時
＝
12
月
２

日
a
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
■
電
話

番
号
（
当
日
の
み
）
＝
０
２
５
│
２

２
８
│
１
８
６
０

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務
局

で
は
、
「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人

権
意
識
　
思
い
や
る
心
が
築
く
新
世

紀
」
を
目
標
と
し
て
、
人
権
を
守
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
週
間
内
に
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で

す
。
■
日
時
＝
12
月
４
日
c
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
■
会
場
＝
十
日
町
合

同
庁
舎
（
シ
ル
ク
モ
ー
ル
向
か
い
）

■
問
合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日

町
支
局
（
1
52
│
２
５
７
５
）

◆
冬
期
間
は
、
降
雪
状
況
に
よ
り
一

時
的
に
ご
み
の
収
集
が
不
可
能
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
雪
が
降
る
と
、
川
西
町
霧
谷
処
分

場
へ
は
行
け
な
く
な
り
ま
す
。
燃
え

な
い
ご
み
の
自
己
搬
入
は
、
高
城
沢

不
燃
物
中
継
地
（
吉
田
千
手
ト
ン
ネ

ル
川
西
側
）
で
保
管
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
処
理
費
の
ほ
か
に
保

管
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
ご
み
収
集
車
内
で
の
火
災
事
故
が

今
年
度
す
で
に
３
回
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
穴
を
開
け
て
い
な
い
ス

プ
レ
ー
缶
が
爆
発
を
起
こ
し
た
こ
と

が
原
因
で
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず

穴
を
あ
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
器

具
は
必
ず
電
池
を
取
り
外
し
、
燃
料

は
完
全
に
抜
き
取
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
豆
炭
な
ど
の
取
り
灰
は

完
全
に
火
が
消
え
て
い
る
こ
と
を
確

か
め
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
の
減
量
化
、
分
別
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
23

日
（
天
皇
誕
生
日
）
、
29
日
g

〜
31

日
b
※
28
日
f
は
午
後
５
時
で
閉
館

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
、
29

日
g
〜
31
日
b
※
28
日
f
は
午
後
５

時
で
閉
館
■
博
物
館
＝
３
日
b
、
10

日
b
、
17
日
b
、
24
日
（
振
替
休
日
）、

27
日
e
〜
31
日
b
■
情
報
館
＝
毎
週

月
曜
日
、
28
日
f
〜
31
日
b
■
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜
日
、
24

日
（
振
替
休
日
）、
29
日
g
〜
31
日
b

冬
囲
い
の
た
め
、
11
月
末
日
を
も

っ
て
屋
外
体
育
施
設
を
閉
場
し
ま
す
。

た
だ
し
、
降
雪
状
況
な
ど
で
利
用
が

一
部
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
）

十
日
町
き
も
の
歴
史
館
は
、
毎
週

土
・
日
の
２
日
間
開
館
し
て
き
ま
し

た
が
、
冬
期
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り
休

むし歯のないよい歯の子
10月の３歳児健診を受けた子38人

よい歯の子 住 所　　保護者

（水沢１）

（馬場２）

（谷内丑２）

（塚原町）

（新座３）

（原）

（塚原町）

（稲荷町３北）

（笹ノ沢）

（大黒沢東）

（栄町）

（高田町５）

（本町２）

（下条栄町）

（新座４-１）

（伊達２）

（田中町本通り）

（妻有町西1・2）

（稲荷町４）

（高田町３西）

（大黒沢東）

（新座２）

福 治

康 文

宏 次

康 浩

尊 継

秀 人

誠

勝

秀 樹

正 貴

秀 幸

周

哲 正

隆 行

節 夫

和 輝

禎 久

強

浩

信 彦

敬

義 宏

a 野 正
まさ

隆
たか

富 井 悠
ゆう

莉
り

上 村 恭
きょう

介
すけ

蕪木慎
しん

太
た

郎
ろう

白 井 珠
たま

恵
え

水 落 優
ゆう

花
か

佐 藤 勇
はや

人
と

平 野 和
かず

輝
き

服 部 智
とも

子
こ

阿部萌
も

々
も

香
か

涌 井 聖
せ

奈
な

関 口 杏
あん

路
じ

小林梨
り

圭
か

子
こ

星野日
ひ

菜
な

子
こ

a根沢明
あき

広
ひろ

村 山 春
はる

輝
き

庭 野 将
まさ

志
し

宮澤弥
や

々
や

音
ね

村 山 春
はる

奈
な

佐 藤 太
た

一
いち

板 場 真
ま

紀
き

大久保将
まさ

貴
き

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

募集します

午年生まれの家族・個人

市報とおかまちでは、１月10日号に掲載

する来年の干支、午年生まれの家族・個人

を募集しています。■対象者＝①３世代が

午年生まれの家族②午年生まれの個人■申

込み＝12月10日bまでに企画人事課広報

広聴係（内線213）

全
血
献
血

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
教
育
ロ
ー
ン

12月の
献血

あ
の
顔
に
ピ
ン
と
き
た
ら

携
帯
チ
ェ
ッ
ク

市
道
高
山
太
子
堂
線

交
通
事
故
防
止
対
策

その他
12
月
の
休
館
日

屋
外
体
育
施
設
の
閉
場

14
年
版
県
民
手
帳
を

追
加
販
売
し
ま
す

「
十
日
町
き
も
の
歴
史
館
」

冬

期

休

館

衛
生
施
設
組
合
か
ら
の
お
願
い

環境

12 月 の 相 談 日

◎健康相談　保健婦による相談
期日

3・10・17日
B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

11日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

20日E

就 業 改 善 セ ン タ ー 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前９時30分～11時30分

21日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

14日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

※健康手帳のある人はご持参ください。

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
14日F午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

6日E 高橋信行弁護士

20日E 小林　彰弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

◎結婚相談
12日D午後１時～４時

会　場：市民相談室

相談員：村山隆太郎さん

根津志津子さん

12月の乳幼児健康診査と休日救急医 健康福祉課 157-3111

乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

13日
e

午後１時
～１時30分

10年６月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

20日
e

午後１時
～１時30分

12年６月
生まれの幼児

４か月児健診
26日
d

午後１時
～１時30分

13年８月
生まれの幼児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

26日
d

午前９時15分
～10時

13年２月
生まれの幼児

〔

〔

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

2日a 山 口 医 院 下条中央通り 55-2003

9日a
大 島 医 院 川原町 52-2957

中 条 病 院 北　原 57-3018

16日a た か き 医 院 土市５ 58-2361

24日（振替） 川 西 町 診 療 所 川西町 68-2034

23日a
庭 野 医 院 寿町４ 52-2711

上 村 病 院 中里村 63-2111

29日g 富 田 医 院 川西町 61-0200

30日a 池 田 医 院 本町西１ 52-2581

31日b 田 中 外 科 医 院 田中町本通り 52-2403

今月はお休みです。

休　日　救　急　医

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す



20

市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」
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■編集/企画人事課広報広聴係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

吉
田
小
学
校
で
は
、
い
つ
ま
で
も

ホ
タ
ル
が
住
め
る
よ
う
に
願
い
を
こ

め
、
全
校
で
川
を
き
れ
い
に
し
た
り

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
し
て

い
ま
す
。

４
月
下
旬
に
は
、
全
校
児
童
が
一

人
１
匹
ず
つ
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫

を
学
校
の
近
く
を
流
れ
る
貝
沢
川
に

放
流
し
ま
し
た
。

「
う
わ
ぁ
気
持
ち
悪
い
」
「
げ
じ

げ
じ
虫
み
た
い
」
「
何
で
こ
ん
な
虫

が
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
光
を
だ
す
の

か
な
あ
」
…
子
ど
も
た
ち
は
驚
き
な

が
ら
、
そ
っ
と
川
に
幼
虫
を
放
し
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
毎
年
６
月
下
旬
に
は
ホ

タ
ル
観
賞
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。観
賞

会
の
準
備
は
４
年
生
の
担
当
で
す
。

今
年
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
資
料
を

作
り
、
講
師
を
お
招
き
し
て
学
習
会

を
開
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
吉
田
。
幻
想

的
な
光
を
放
っ
て
飛
び
交
う
ホ
タ
ル

の
鑑
賞
会
で
は
、
地
域
の
人
も
参
加

し
て
、
夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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馬

場

浩

一
さ
ん
　
１
９
７
２
年
生

十
日
町
砂
利
株
式
会
社
勤
務

東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
㈱
に
５
年
間
勤
務
し

ま
し
た
。
お
も
に
生
コ
ン
の
品
質

管
理
と
営
業
所
勤
務
を
し
て
い
ま

し
た
。
昨
年
５
月
に
十
日
町
に
戻

り
、
１
年
半
に
な
り
ま
す
。
東
京

で
関
係
会
社
や
子
会
社
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
職
場
を
経
験
し
た
こ
と
が
、

今
、
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
に
帰
っ
て
き
て
、
地
域

の
一
体
感
を
感
じ
ま
す
。
東
京
は

他
人
の
集
ま
り
で
、
隣
人
の
顔
な

ど
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
た
だ
、

あ
ん
ま
り
悪
い
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
ね
。

今
年
か
ら
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

に
入
会
し
ま
し
た
。
今
ま
で
地
域

社
会
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
は
日
本
Ｊ
Ｃ
に
出
向
し
て
環

境
推
進
委
員
会
に
属
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
た

い
で
す
。

Ｊ
Ｃ
の
中
に
目
標
と
す
る
人
が

お
お
ぜ
い
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
・
人
を
納
得
さ
せ
る
話
術
な

ど
見
習
う
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
少
し
づ
つ
で
も
自
分
を

変
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ホタルの里

吉田小学校
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総合マクト

アイドリング・ストップ
12月は大気汚染防止推進月間です。

乗用車１台が10分

間アイドリングをや

めると二酸化炭素排

出量が90g削減でき

ます。


